
2025-2029

古河市こども計画

KODOMO GRAND DESIGN

こどもの
居場所づくり
支援事業



事業期間 令和７年10月～令和１２年３月

受託事業者
古河市SCKこどもの居場所支援共同体
※（株）公文教育研究会、（特非）茨城NPOセンター・コモンズ、（福）下総プリンスクラブ

主なサービス
内容

ネットワーク（古河市こどもの居場所ネットワーク「とまりぎ」）の組成、
居場所コーディネーター設置、各種セミナー開催、相談対応等

委託費 １２０，０１９千円 （固定支払額：５６，２２７千円、成果支払額（上限額）：６３，７９２千円）

成果指標 等
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古河市こどもの居場所づくり支援事業 １ 事業概要

1年目（2025年度） 2年目（2026年度） 3年目（2027年度） 4年目（2028年度） 5年目（2029年度）

固定対価

アクティビティ指標（成果指標①、②）

「周りの大人」への周知活動実施率 居場所立上げ周知活動実施率

アウトプット指標（成果指標③、④）

周りの大人の居場所理解度 居場所立上げ周知活動参加者数

アウトカム指標（成果指標⑤）

充足見込み率

アウトカム指標（成果指標⑥）

充足率

全小学校区23区

ネットワークに参加する団体の運営する

居場所が1つ以上ある小学校区の数
×100

最終目標：
市内すべての小学校区に、１箇所以上の居場所が立ち上がること

※初年度は成果指標なし



Input Activity Output Outcome

居場所立ち上げ・
運営支援のノウハウ

成果創出マネジメント

ノウハウ

地域とのつながり

資金

『周りの大人』に対する

居場所の周知

居場所運営者の育成

居場所運営者の

運営支援

運営資源（食材等）

仲介

運営資金

仲介

早期発見・早期接続

子どもに対する

居場所の周知

居場所運営者の探索

事業成果

マネジメント

『周りの大人』が居場所

の立上げに関心を持つ

『周りの大人』が

居場所やネットワークに

関心を持つ

『周りの大人』が

居場所について知る

『周りの大人』が

居場所立上げに

ついて知る

『周りの大人』が居場所

を支援・応援する

居場所運営者、居場

所の立上げ意向のある

団体等がネットワークに

参加する

ネットワークに参加する

団体等が、居場所を新

規に立ち上げる

ネットワークに参加する

居場所運営者の、運

営の負担が軽減する

こどもや『周りの大人』が

居場所について

肯定的な理解をする
こどもがネットワークに

参加する居場所を知る

ネットワークに参加する

居場所が市内に

多数ある

居場所の効果の

可視化

『周りの大人』が居場所

の立上げに関心を持つ

『周りの大人』が居場所

を支援・応援する 居場所を立ち上げたい

団体等がネットワークに

参加する

ネットワークに参加する

団体等が居場所を新

規に立ち上げる
こどもが複数の居場所

を持つ

ネットワークに参加する

居場所が市内に

複数ある

ネットワークに参加する

居場所運営者間で

つながりを持つ

ネットワークに参加する

居場所運営者が外部

機関とつながりを持つ

生活リズムがつく

人との関係が生まれる

新しいことを学ぶ・

体験する

将来のことを考える

きっかけになる

将来のことを一緒に

考えてくれる人がいる

自分の歩みを

応援してくれる

他者がいる

困難な状態に

至る前に把握され、

支援につながる

休息する、安らぐ ありのままの自分でいる

自分の気持ちや

意見を表明する

自分は自分でよいと、

自分を肯定する気持ち

を持つ

自分探しの学びをする

早期に支援につながる

古河市が誰一人

取り残さない地域になる

地域の中で共助が

醸成される

こどもがネットワークに参

加する居場所で過ごす

こどもや『周りの大人』が、

こどもにとって居場所が重

要であることを理解する

「こどもが困難な状態に至る

前に早期に発見され、早期

に支援につながる」

『周りの大人』に創出されるアウトカム

こどもに創出されるアウトカム

居場所の実態把握

多数の居場所運営者

がネットワークに

参加している

生きていけるという

気持ちを持つ

『周りの大人』とは
こどもを取り巻く大人のこと。具体的には、保護者、地域住民、
団体・NPO、現在古河子ども食堂ネットワークに加盟してい
る居場所運営者、事業者、行政（学校含む） 等

居場所運営者等が参

加するネットワーク形成

傾聴（こどもの声を

聴く）の周知

こどもの意見を反映しな

がら居場所を運営する

成果指標①

成果指標②

成果指標③

成果指標④ 成果指標⑤

成果指標⑥

古河市こどもの居場所づくり支援事業 ２ ロジックモデル
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古河市こどもの居場所づくり支援事業 ３ 事業実施体制等

３者による
共同企業体

古河市こども政策課

㈱公文教育研究会（幹事者）
役割：SIBのハブ組織

成果連動型
委託契約

成果に応じた
委託料支払い

（特非）茨城NPOセンター・
コモンズ

役割：団体立ち上げ、ノウハウ提供

（社福）下総プリンスクラブ
役割：地域ネットワークの推進

ネットワークの組成・運営

及び本事業に関わる業務

〈資金提供者〉

日本政策投資銀行
常陽銀行

投資

成果に応じた分配

〈第三者評価機関〉

㈱日本総合研究所

モニタリング

【庁内】 当市では、過去にＰＦＳを導入
しており、スキームに一定の理解がある
と踏んでいたが、予想以上に戸惑いが
見受けられた。

【議会】 予算編成等、事業が開始する
前からアナウンスしていた。質問される
議員も複数いたが、戸惑いよりも、期待
感があったと思う。

受託者はSIB先駆者の公文教育研究
会、茨城県西地区の居場所づくりに精
力的な茨城NPOセンター・コモンズ、そ
して地域の状況を知り、強力なパイプ
を持つ下総プリンスクラブの3者によ
る共同企業体である。
そこに日本政策投資銀行及び常陽銀

行が資金提供を行い、日本総合研究所
は事業全体のモニタリングを行う。

キーパーソンは、下総プリンスクラブ
の宇田和夫様。地域福祉の大きな構想
を持ち、日々、その向上に努めている。

 庁内、議会への説明状況

様々なこども支援関係者から肯定的
な言葉をいただいている。また、市内企
業からも応援の意向がある。
こども食堂については、既存のネット

ワークがあるため、「とまりぎ」からのア
プローチが今後の課題である。
また、ネットワークに加盟しない居場

所もあるが、「支援の行き止まり」が発
生することがないよう、関係性は保つ
必要がある。

 住民の反応

※日本政策投資銀行は研究会等にて事業報告

 プレス対応

 実施体制とキーパーソン〈事業実施体制〉

2025年

10月
議会及び報道機関へ事業開始
アナウンス

11月 ＰＦＳ首長セミナー登壇

2026年

２月

こどもの居場所補助金
対象団体等交流会

ＰＦＳ実務者セミナー登壇

３月 月刊「地方財務」掲載（予定）
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